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・引き続き、運動の特性を意識した授業
を行うとともに、体育科での児童の運動
量を確保し、運動に対する意欲を高めて
いく。
・運動の特性について研修する場を増や
し、教職員の理解を深めていく。
・ノーメディア週間で就寝時間や起床時
間、メディアの使用時間以外の項目も取
り扱い、生活習慣を見直す機会を増や
す。

・「仕事にやりがいを感じている」と回答す
る教職員は100％である。

・時間外勤務時間月40時間以内の教職員に
ついては90％であった。時間外勤務平均時

間は減少傾向にある。
□「すいすい会議」を持ち、業務改善につい
て話し合いをした。

・学校だよりについては、月2回のペースで
これまで11回発行している。(8月を除く)

・「学校は楽しい」と回答する児童は
92％、保護者は95％であった。

3 3

・金曜に設けているノー会議デーを中心に、

学級事務や教材研究の時間を確保する。
・業務改善等に向けて定期的に開催している
「すいすい会議」の中で、行事の精選等の話

し合いを引き続き進めていく。
・学校だよりや学校ホームページで、地域と

連携した活動や児童会活動等を発信していく
ことで、児童の自己肯定感の向上を図るとと
もに、地域との関わりを意識させるようにし

ていく。

・「仕事にやりがいを感じている」と回答する教職員は

100％、時間外勤務時間月40時間以内の教職員は

90％であった。

□「すいすい会議」を2か月に一回行った。業務改善の

アイディアや業務の進め方を交流できた。

・学校だよりは、月1～2回のペースでこれまで17回発

行した。

・「学校は楽しい」と回答する児童は93％、保護者は

98％であった。

□地域の方からの聞き取りや、ボランティアの方との触

れ合いの様子を通信等を通して発信する中で、児童が積

極的に地域学習に取り組む姿が目立つ。
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・引き続き、「すいすい会議」を設定し
て日頃の職員の思いや悩みを共有し、よ
りやりがいのある職場をめざす。
・学校だよりだけでなく、学校HPや学級
学年通信でも児童の活動の様子をきめ細
かく発信していく。またPTAの広報等に
も協力をしていただきながら、より地域
とのつながりが分かりやすい内容を工夫
する。

・「運動が楽しい」96％
□ロング昼休憩で、一輪車や竹馬など普段と
違う遊具を準備することで遊びの意欲が高
まった。

・「運動の特性を意識している」92％
□夏休みに運動特性についての研修を行うこ
とで理解が深まった。
・「生活時間を決めて守ることができた」
80％

□ノーメディア週間を設定し、児童が就寝時

間や起床時間、メディアの使用時間の目標を
決めることで、生活習慣を見直す機会が多く

なった。
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・授業の中で友達と意見交流する時
間を設定し、お互いを認め合うこと
で、運動の意欲を高める。
・運動の特性に触れる体育科の授業
づくりを進めるため、授業場面を交
流する機会を増やす。
・ノーメディア週間を中心に保健指
導や保健便りを通して、児童・保護
者の関心や意識を高めていく。

・「運動が楽しい」94％

□運動の特性を意識した授業を行ったことで運動の意欲

が高まった。

□休憩時間のタブレットの使い方を全校で整理したこと

で外遊びをする機会が増えた。

・「運動の特性を意識している」87％

□学年の担任同士で運動の特性に触れる体育科の授業づ

くりについて交流できたが、全体で運動の特性について

研修する場が少なかった。

・「生活時間を決めて守ることができた」85％

□ノーメディア週間で生活習慣を繰り返し見直すことで

生活リズムを守る意識が向上した。
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・対話シートを用いたり、対話の時間を取り入れ
たりすることで、グループの中で発言する児童は
増えた。一方で、対話の質を高めることが難し
かった。対話の質を高めるために、ねらいとする

児童の対話の姿を教職員間で共有する。
・教科を絞って研修を行うことで、教科の特性を
活かした授業づくりを行うことができた。引き続
き教科を絞ることで、授業の質の向上を図ってい
く。また、研修の見直しを行い、お互いの授業を

交流できる時間を設定する。

・「友達や他学年の児童と協力して活動でき

た」「自分の役割を果たせた」児童91％

□縦割り班掃除等で、6年生を中心に協力す
る場を設けた。
・「道徳の授業で自分のことを振り返ること
ができた」88％

□めあてを設定し、本時で学習させたいこと
を明確にするとともに振り返る時間を確保し
た。
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・縦割り班掃除の掃除場所を決める際は、高

学年と低学年が組んで掃除するように指導す

る。掃除の反省の際に、お互いのよい姿を伝
え合う「掃除きらり」の機会を設定する。
・道徳の授業における振り返りを確実に行う
ために、宿題等も活用しながら時間を確保す

る。学習のまとめを生活に結び付けるような
終末を行い、自分の生活を振り返って書きや
すいようにする。

・「友達や他学年の児童と協力して活動でき
た」94％

□「きらり」でほめられる児童が増え、異学
年同士の交流が増えた。

・「道徳の授業で自分のことを振り返ること
ができた」８８％
□振り返りの内容を具体的に分かりやすく提
示する。
□ふりかえりの「おまかせ」の視点を他教科

でも活用する。
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・縦割り班活動（掃除、児童会行事など）の反省
の際に「きらり」の例を提示し、ねらいとする振

り返りのイメージを児童にもたせる。
・「きらり」の反省では、高学年が主体となり積

極的に反省をするよう促していく。
・道徳の振り返りでは、振り返りをするときの質
問をより具体化し、自分の生活を振り返りやすい
ようにする。
・ふりかえりの「おまかせ」の視点を活用し、視

点を明確にして児童が振り返られるようにする。

・柔軟的方略に関するアンケートの肯定的回
答82％

・「安心して発言できる」76％
□国語科に重点を置き、研修を３回実施し
た。また、チャレンジタイムで対話の時間を
月に１回設定した。
・「学びづくりを通して成長した」

100％、達成率111％
□児童の実態や教師のニーズをもとに、研修
内容を工夫し、授業づくりに関わる研修を
18回実施した。
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・「特別の教科　道徳」に重点を置き、授業
づくりの研修を継続して実施する。安心して
発言できる発言力を高めるために、対話の仕

方シートを作成し、単元に1回はシートを用
いての話し合いを実施する。
・より授業の質を高めるために、計画的に研
修を組み、授業を交流したり見合ったりする
「授業見に行こう週間」を設定する。

・柔軟的方略に関するアンケートの肯定的回
答84％

・「安心して発言できる」77％
□「特別の教科　道徳」に重点を置き、授業
研究を４回実施した。また、対話の仕方シー
トを用いた話し合いを行った。
・「学びづくりを通して成長した」

100％、達成率111％
□全学年で道徳の同じ価値項目を設定し、道
徳の授業づくりに関わる研修を９回実施し
た。

・「仕事にやりがいを感じてい
る」と回答する教職員９０％以
上。
・時間外勤務時間月４０時間以
内の教職員９０％以上。
・学校だよりによる発信月２
回，H.P更新月1回以上。
・「学校は楽しい」と回答する
児童・保護者90％以上。
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プロセス

評価

達成

評価

評価指標
□指標に係る取組状況

プロセス

評価

達成

評価

3 3

4 4

・「明確なゴールの設定」「学
習方法の選択・決定」「対話の
充実」の視点で授業づくりを行
う。
・学びづくりのための計画的・
柔軟的な研修を実施する。

・児童会活動(縦割り班活動等）
の充実を図る。
・道徳の授業を中心に，対話や
交流から自分の良さに気付かせ
る取組を進める。

・運動の特性に触れる体育科の
授業づくりを進める。
・なわとびや外遊びタイム等，
運動する機会を設定する。
・「ノーメディア・ロング昼休
憩」の取組を進める。

・業務改善を進め，職員のやり
がいを伸長し，子ども主体の学
校活動を創り出す。
・学校だよりやHPで学校の様
子を発信する。

・目標に向かって児童自ら選
択・決定する場面，他者との対
話から学びを深める場面を大切
にした学びづくり

・他者とのかかわりから自分の
良さに気付き，共によりよく生
きようとする児童の育成

・友達と関わりながら運動する
ことで運動の楽しさをあじ合う
児童の育成
・生活リズムを守る意識の向上

・働き方改革を進めながら，児
童や保護者が「学校は楽しい」
と言える学校づくりを推進す
る。
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学校津之郷小

評点

5

評価基準

[プロセス評価の評価基準]

評点
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評価基準 評点

総合

評価
改善方策

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

改善方策

評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

・柔軟的方略に関するアンケー
トの肯定的回答80％以上。
・「安心して発言できる」と回
答する児童８５％以上。
・「学びづくりを通して成長し
た」と回答する教職員９０％以
上。

・「友達や他学年の児童と協力
して活動できた」「自分の役割
を果たせた」と回答する児童９
０％以上。
・「道徳の授業で自分のことを
振り返ることができた」と回答
する児童９０％以上。

・「体育の授業が楽しい」と回
答する児童８０％以上。
・「体育の授業を工夫してい
る」「運動の特性を意識してい
る」と回答する教職員９０％以
上。
・「生活時間を決めて守ること
ができた」と回答する児童８
０％以上。

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生じ
た際は，協同的な課題解決が十分に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際
は，協同的な課題解決が概ね図られた。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じた
際の協同的な課題解決があまり図られなかった。

取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた際
の協同的な課題解決が図られなかった。
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1

目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。

福山市立

□指標に係る取組状況
◎短期（中期）経営目標の
達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

2

3

目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。

目標を下回り，成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り，成果が認められなかっ
た。

４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

８０％以上１００％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度
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4

3

2

目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。

4

3

2

1

信頼される学校づ
くりの推進

★

★

課題発見・解決力
の育成とコミュニ
ケーション力向上

豊かな心の育成

たくましい体の育
成

継
続

継
続

継
続
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